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論文内容の要旨

　この論文は 、メディアと松岡洋右の生涯の関わりを取り上げ、メディアが神話化に

どのように寄与するか、ケーススタディを通じて明らかにする試みである。この研究が

重要である理由は、これまでの多くの一般的な研究が、特定のメディアによって創られ

た松岡にまつわる神話から松岡外交を特徴付けているからである。また、松岡に関する

学術研究では、メディアを調査対象として活用しておらず、ことに英語によるメディア

の影響はほとんど反映されていないからである。

　松岡は1880年に日本の山口県に生まれ、13歳のとき渡米し、米国のオレゴン州で教育

を受けた。そこで、彼は、仏教からキリスト教に改宗し、アメリカ滞在時に関わりを持

った家庭と緊密な関係を結び、オレゴン大学法学部を卒業した。松岡は1902年に帰国す

ると外務省に入省する。1919年にパリ講和会議に参加し、中国山東省でのドイツ権益に

対し、日本側の交渉を成功裏に収める手助けをした。その後、1930年に衆議院議員に選

出された。その任期中は、松岡は自分自身に世界の注目を集めた。1932年彼は国際連盟

総会に日本首席全権として派遣される。内田外務大臣の外交上の失敗により、松岡は政

府からの命令を受けて、国際連盟脱退演説をおこない、この事件により、彼は世界から
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の注目を集めた。議員辞職後、松岡は1935年に南満州鉄道の総裁に就任した。その後1940

年7月、外相として政府に戻った松岡の主な目標は、アジアにおける日本の立場を確保

し、米国や英国からの干渉を阻止するために、ドイツとの同盟を結ぶことであった。松

岡は1940年9月27日、日独伊三国同盟締結という形で松岡はこの目標に成功した。その

後1年たたずに、外交の壁の打破を目指していた近衛文麿内閣と松岡の間には、外交政

策上の亀裂が生じ、近衛内閣は事実上、松岡を更迭した。公務からしりぞいた松岡は、

1945年にA級戦犯として逮捕されるまで世界の舞台に出ることはなかった。松岡は1946

年6月26日に極東国際軍事裁判公判中に死亡した。

　本論文は、この時代に記録された歴史的公文書や英字メディア（主にニューヨークタ

イムズ紙、オレゴニアン紙）を通じて、松岡の人生を辿る。松岡は英字メディアでは、

二つのイメージがある。第一のイメージは、キリスト教徒であり、忠実で、正直で、自

由で愛情豊な、国際的協調を目指す、米国に共感的な「オールアメリカンボーイ」であ

る。第二は、両国を武力紛争に陥れた「バッドボーイ」のイメージである。この第二の

イメージは、松岡死後に確立され、現在も一般的な研究で存続している。

　本研究は、松岡のメディアでの取り扱いを調べるだけでなく、現在日本の研究者たち

が主導する研究動向（国際外交における彼の役割の再考）の一部である。また、本論文

では、日本の学者の書籍や、松岡の現代的な物語、死直前に作成された尋問記録など、

英語で公開されていない情報についても記述している。松岡についての英文知識の範囲

とその時間を広げるとともに、メディアが、イベントや人の思考にどのように作用する

かを論じている。



—　3　—

論文審査結果の要旨

　2018年2月8日、大西直樹（主査）、リチャード・ウィルソン、M・ウィリアム・ステ

ィール の各教授からなる博士論文審査委員会の審査が開かれた。森本あんり教授は病

気で欠席した。審査では、冒頭に宇久氏 から論文について概要的な説明が行われた後、

審査委員会から個別に質疑応答が行われた。

　冒頭、大西教授は宇久氏にたいし、中間審査の際この審査委員会によって投げかけら

れた疑問や批判にたいし、どのような修正や改変がなされたかを纏めて発表するよう促

した。それにたいし、重要な修正点を四点に集約した回答がなされた。1）松岡洋右に

ついての英語によるメディアに現れたイメージの変貌に焦点を当てる変更をおこない、

その間になされた神話化の過程を理解するためにメディア理論を駆使した。2）そのテ

ーマを強調するために論議の幅を狭め、簡潔に一貫性を持たせるよう注意した。3）メ

ディアによる情報の信憑性の許容度についての考察を避けた。4）全体に渡って文体を

改善し、結論部分では分析的要素を高めるよう改変した。このようになされた改変を委

員会の構成員はおおむね満足して受け入れ、今後実際に出版されることがあれば、いつ

までにどのように最終的なテーマを改善できうるか忠告をあたえた。

　大西教授は文体が簡潔になり改善された事実を指摘し、これまで日本における松岡研

究が無視してきた英語による研究資料を有効に駆使している点を認めた。そのうえで、

文体や書式に改善の余地が残されていことも指摘した。

　スティール教授は、書式に改善の余地があることを示しつつ、改変された論文が松岡

についてのメディアの変遷に焦点をあてた点を、神話化の過程をしめす凡例研究として

好意的に評価した。そして、出版物が永続的な歴史説話の構成に与える影響力を強調し

た本研究のあらたな結論を高く評価した。同時に、松岡を戦犯とする告発にたいするメ

ディア情報の影響についての分析を高く評価した。しかし、一方で日本の現在の出版物

にみられる松岡のイメージ研究にたいして、英語資料による松岡についてのメディア研

究が、補完的意味合いを持ちうるることを指摘し、本論者が将来出版を考える際、この

比較研究の側面を加えるよう求めた。
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　ウィルソン教授も改変された本論が、初期の草稿にくらべ格段に改善されたことに賛

同し、メディア論を本論のテーマに応用した試みを賛称した。そのうえでそれが十全に

文章に結実していない点があることも指摘した。例えば、もしメディア資料にたいして

意味論的研究、すなわちどのような言語用例があり、それが読者へのメッセージに与え

た影響を理解する試みを取りうることを述べた。

　これらに対し、1）全国紙であるニューヨークタイムズ紙、およびオレゴン州の地方

紙への焦点のあてかたについて、2）宣伝活動と偏見にみちた報道、3）日本の出版界に

おける松岡の変わりつつあるイメージ、4）人物としての松岡と彼の外交にたいし、積

極的理解を与えようとする昨今の日本語での修正論者の主張にたいする疑問、などにつ

いて満足のいく対応が示された。

　論者は思想的姿勢の強調するは避けるべきとの必要性を確認しつつ、歴史的記録を再

検討し、歴史的事実を超えて神話から発生し確立された見解に対して挑戦する試みの重

要性について理解を深めていた。全般的に、この審査委員会は、論者が披瀝した返答に

満足を感じ、ことに1932年の国際連盟からの脱退、1939年の三国同盟の締結、1945年の

終戦という重要な変換点に注視しつつ、英語新聞にあらわれた松岡洋右の生涯と主張の

イメージが、何故いかにして変貌を遂げたかを分析調査するという重要な調査研究を作

成したことに同意を示した。これまで使われることのなかった資料に宇久氏が研究の光

を当てた点は特に価値のある点である。たしかに英語資料のみを対象にした本論文には

それなりの限界があるが、今後の生産的な調査への舞台を整えたことは確かである。以

上の精査のうえで、当審査委員会は、提出された宇久氏の論文が、学術博士号の要件を

十分に満たす特質を備えているとの結論に至った。


